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【目的】
前立腺癌への根治治療は前立腺全摘除術と放射線治療が主たる
ものである。近年、陽子線・重粒子線や寡分割照射など前立腺癌
に対する放射線治療は大きく注目・活用されている。しかし、治療
後に認める放射線性排尿障害は患者の困窮度が高いものの、一
般に有効な治療法が少ないとされ治療に難渋する。
大阪市立総合医療センターにおいては、前立腺癌に対して放射線
治療（組織内照射治療・対外照射）を施行している。組織内照射で
ある密封小線源治療は前立腺癌のリスク分類により単独・もしく
は体外照射・ホルモン治療との併用で積極的に行っている。密封
小線源治療に関しては良好な治療成績を得ており、短期間の入院
で、身体への侵襲が少ないといった利点がある。しかしながら線
源植え込み術後、数日は穿刺・留置による下部尿路症状、また数
か月間にわたり放射線障害による一定の下部尿路症状（頻尿・排
尿時痛・尿意切迫・血尿・排尿困難）をしばしば認める。そこで治
療の選択肢として新たに漢方治療に着目した。
【方法】
今回、放射線による臨床症状・下部尿路症状から、炎症に対して
の効果を期待して猪苓湯を選択し線源留置の退院直後より内服し
た群としていない群で検討した。大阪市立総合医療センターで
2022年11月から2024年4月に施行した小線源治療患者のうち、線
源植え込み治療開始後より猪苓湯を内服の有無により2群に分
け、患者背景（年齢や術前前立腺体積・PSA値、留置線源数、放射
線治療量）や下部尿路症状スコア（OABSS・IPSS・OQLスコア）、
PSA値の変化などに関して検討した。内服あり群は46例、内服な
し群は19例であった。
【結果】
患者数は少ないものの猪苓湯内服あり患者は、内服していない患
者に比較して施行後3か月後から6か月後にはOABSS・IPSS・
QOLスコアが改善傾向にあり、内服していない群では同期間に症
状の悪化が遷延していた。猪苓湯を線源留置治療後の早期に内
服することにより、放射線性の排尿障害を軽減できる可能性が示
唆された。また術後のPSA変化は短期的には有意差を認めなかっ
た。また副作用による内服中止例は認めなかった。
【考察】
前立腺癌に対する放射線治療は、直腸障害に対しては前立腺直
腸間のスペイサー留置治療により軽減している。排尿障害に関し
ても何らかの治療法が期待されている状況である。今回、症例数
は少ないものの前立腺癌放射線治療後の排尿障害に、猪苓湯に
よる治療が選択肢となりうると考えられた。

受験生は精神的に緊張が高まり、受験当日のみならず、受験が近

づいてくるといろいろな不安から多くの症状を訴えることが多く認

められる。このような場合、自身で精神的にコントロールできなくな

り、家族に相談することもあり、とりわけ母親が相談相手となるの

が一般的である。

受験時の頻尿が不安であることを主訴に母親と受診した２例を経

験した。２症例とも一時的な過活動膀胱と診断し、加味帰脾湯を

頓用で処方した。

症例１：19歳男性。既往歴・薬アレルギー無し。受験時に頻尿にな

ることが心配で何か薬の処方を希望して2024年12月母親と一緒

に受診。やややせ形で、問診上は暑がりでも寒がりでもなく、外見

上は落ち着いた感じ。普段から昼間排尿回数は10回程度で、夜間

は起きない。尿意切迫は時々感じるが、失禁はないと。問診の最中

に母親も口をはさむ。検尿所見：異常なし。基本的に病気ではな

く、受験時にどうしてもトイレに行かなければならないときは行け

るはずであることも説明した。しかしながら母親が切に薬を希望

されるため、加味帰脾湯を1週間分処方し、帰宅していただいた。

頓用でもいいこと、あくまで予防薬であることを説明した。当然の

ことながらその後受診無し。

症例２：1８歳男性。既往歴・薬アレルギー無し。１か月ほど前から

ベッドに入った後トイレが気になる、テストの時にもトイレが気に

なる。受験時に頻尿になることが心配で何か薬を処方してほしい

と2024年12月母親と一緒に受診。やせ形で、問診上は暑がりでも

寒がりでもなく、外見上はやはり落ち着いた感じ。問診の最中に母

親が患者のごとく口をはさむ。検尿所見：異常なし。症例１と同様

な説明を行い、加味帰脾湯を1週間分処方し、帰宅していただい

た。この症例もその後受診無し。

加味帰脾湯は１４種類の生薬成分からなり、不安や緊張を訴える

患者に対して抗不安作用や精神安定作用が期待できる。以前、過

活動膀胱の患者に加味帰脾湯を処方し、良好な効果が得られたこ

ともあり、受験生に対して母親の不安も考慮して加味帰脾湯を頓

用で処方した。
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